




























4 「宿題」を廃止したわけ ～ 型破り校長の改革論。ニッポン放送。https://headlines.yahoo.co.jp/
hl?a=20200117-00000001-nshaberu-soci&p=1
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11 Työajat.  Opetushallitus. https://www.oph.fi/fi/koulutus-ja-tutkinnot/tyoajat
写真1　 （J市基礎学校、廊下での授業風景。左に座っているのが先生。クラスをいくつかに分け、
このグループは廊下で算数の勉強をしていた。2019年1月）




























12 Klemelä, Kirsi & Markku Vanttaja.  Ammatillinen koulutus. In Kettunen, Pauli & Hannu 
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14 Yliopistot Suomessa.  Opetus- ja kulttuuri- ministeriö.  https://minedu.fi/yliopistot
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を与えることを基盤とし、啓蒙主義的である。テストや受験のための勉強はなく、学
校教育は生涯教育の中に位置付けられる。小中学校の段階で、自分のアイデンティ
ティを形成すること、いかに学ぶかを学ぶこと、アイデアを大胆に発展させること、
新しい知識の創造も目指すこと、批判的に思考することなどが重視されている。さら
に、そうしたスキルを持って市民社会に参加、持続可能な未来へと影響を与えていく
ことが期待されている。
　フィンランドが90年代から進めた、こうした教育改革の成果はすでに現れている
と見ることができる。2019年12月、フィンランドに1985年生まれ、34歳の首相サンナ・
マリンが誕生した。マリンは貧しい家庭に育ったが、大学教育を受け、早くから政治
家として頭角を現した。90年代に改革された教育を受けて育った若手政治家であり、
32歳の教育大臣リー・アンデルソンと同世代の女性である。平等、ウェルビーイング、
参加、影響を与えることなどを重要視する2人の考えは、フィンランドの教育路線の
延長線上にある。
　翻って日本の教育の現状を見ると、公立であっても高額な教育費、教育への公的支
出の少なさ（OECD諸国の中で最下位）、教育格差、40人のクラス、子どもの権利の
不在、体罰、問題を持つ子どもへの支援教育の欠如、受験中心の勉強、生涯学習の欠
如、ICTの遅れ、前例主義、集団行動や学校行事の偏重、大学入試での女性差別など
問題が多い。文科省は「主体的・対話的で深い学び」を提唱するが、そうした学びを
可能にするための環境や基本的な考え方、資源などは整っているのだろうか。
　日本の『小学校学習指導要領』は「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業
改善」として以下を挙げている。
各学校において，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用す
るために必要な環境を整え，これらを適切に活用した学習活動の充実を図ること。
（略）
　ア　 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要となる
情報手段の基本的な操作を習得するための学習活動
　イ　 児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処理を行
わせるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動」23
23 小学校学習指導要領（平成29年3月告示）
 https://www.mext.go.jp/content/1413522_001.pdf、p. 22
フィンランドの教育、日本の教育（岩竹美加子）
―　23　―
　「必要な環境を整え」「文字を入力」「基本的な操作を習得」することから始めて、
「プログラミングを体験」「必要な論理的思考力を身に付ける」のだという。すでに進
行中のフィンランドのICT教育との差は大きい。
　現在、日本では「一人一台タブレット」も提唱されているが、問題はプログラミン
グやタブレットの台数ではなく、どういう理念の下、何を目指して教育全体が構想さ
れるかだろう。また、必要な環境が整っていない現状でのICT導入は、いくつかの
選ばれた学校でだけのことに止まり、さらに格差を広げることにもなりうる。
　さらに、テクノロジーやマルチリテラシーではなく、「ICT教育とは無縁の」「昭和
的な方法」で授業を行うとする論者もいて24、教育のあり方について基本的な合意が
あるわけではない。
　冒頭に記したように、各学校レベルでの「校則がない」「宿題がない」「中期・期末
テストをやめた」というような「学校改革」で事足りるのかどうかについても疑問が
残る。
　2019年12月には、PISA2018が発表された。日本は 読解力が8位から15位に落ち
たことが問題視され、様々な見解が出された。しかし、日本の教育の問題は、子ども
の読解力低下ではなく教育行政に関わるより深い問題であり、それを構造的に変えて
いかない限り根本的な変革は望めないのではないだろうか。
　本稿は、2019年11月8日南山大学ヨーロッパ研究センターでの講演に加筆したも
のである。
24 「ノートが取れない」中学生。日本の子どもたちの読解力はなぜ落ちたのか。新井紀子さんイ
ンタビュー、BUSINESS INSIDER. https://www.businessinsider.jp/post-204493
